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福
祉

・
畜
産
振
興
等
を
重
点
に

財
政
厳
し
く
前
年
比
七

・
九
だ
の
減

広
“`多

チ4多 (2)

13億 6,600万 円― これ が

わたくしたちの村の昭和58

年度一般会計予算です。

昨年の当初にくらべて 1

億1,700万 円、7.9%の減 と

なりま した。これは、オ寸の

財政事情が窮迫 しているた

め極力経費の節減 をはかっ

たためですが、必要最′
]ヽ 限

度の事業等はこれまでどお

り進めていく方針 をつらぬ

いています。

策に使われる予算の内容で

rJttσttσ百万円

黎

隋

陽

□
広
報
紙
発
行
費
　
百
五
十
四
万

□
交
通
安
全
対
策
費
　
一
一百
十

一

万
七
千
円

み
ど
り
の
お
ば
さ
ん
報
酬
百
二

設
二
基
八
万
円
、
金
木
地
区
安

協
負
担
金
二
十

一
万

一
千
円
、

市
浦
支
部
助
成
八
万
円
。

の
日
囚
田
田
に
一

鰊
陽
鰤
鼈
蒻

□
街
灯
新
設
工
事
　
十
万
円

□
福
祉
バ
ス
購
入
費
　
一二
百
万
円

□
老
人
福
祉
費
　
一
千
六
百
十
五

敬
老
会
助
成
五
十
二
万
円
、
特

県
議
会
議
員
選
挙
八
十
四
万
円
、

村
長
選
挙
百
四
万

一
千
円
、
参

議
院
議
員
選
挙
百
三
十
二
万
円
、

村
議
会
議
員
選
挙
百
十
六
万
円
。

□
指
定
統
計
調
査
費
　
五
十
七
万

第
七
次
漁
業
セ
ン
サ
ス
調
査
員

報
酬
二
十

一
万
円
の
ほ
か
住
宅

統
計
調
査
、
工
業
統
計
調
査
、

海
面
漁
業
月
別
漁
獲
数
量
調
査

千
因
□
□
国
∪

補
助
金
五
十
六
万
円
、
村
敬
老

年
金
百
七
十
九
万
七
千
円
、
老

人
家
庭
奉
仕
員
賃
金
百
三
十
六

万

一
千
円
、
老
人
保
健
特
別
会

計
繰
出
金
五
百
六
十
四
万
円
。

千
円

青
少
協
部
会
交
付
金
二
十
三
万

鰺
躙

塚

□
献
血
推
進
事
業
　
四
十
四
万
六

□
負
担
金
　
一二
百
三
万
三
千
円

派
遣
保
健
婦
負
担
金
二
百
九
十

万
円
、
地
区
衛
生
組
織
補
助
金

□
繰
出
金
　
一二
千
四
百
十
八
万
円

筒
易
水
道
特
別
会
計
へ
二
千
四

百
十
八
万
四
千
円
、
国
保
特
別

会
計
直
診
勘
定
へ
一
千
万
円
。

□
予
防
対
策
事
業
費
　
四
百
七
十

結
核
予
防
、
胃
が
ん
、
子
宮
が

ん
検
診
、
そ
の
他
。

□
母
子
衛
生
対
策
事
業
　
百
万
円

□
環
境
衛
生
対
策
事
業
　
五
十

一

花
だ
ん
設
置
工
事
二
十
万
円
、

環
境
美
化
用
花
、
種
苗
十
七
万

清
掃
作
業
委
託
料
三
百
万
円
、

ご
み
捨
場
覆
土
委
託
料
十
四
万

一
千
円
、
ご
み
捨
場
清
掃
作
業

委
託
料
七
十
五
万
円
、
海
岸
清

掃
委
託
料
八
十
万
六
千
円
、
西

北
五
衛
生
処
理
組
合
負
担
金
六

鼈

蝠

瑕

□
十
二
湖
中
島
遊
歩
道
橋
架
設
費

総
額

一
億
四
百
四
十
二
万
円
で

三
ヵ
年
継
続
で
実
施
。

□
五
月
女
疱
駐
車
場
整
備
事
業
費

四
百
万
円

□
五
月
女
疱
林
間
公
園
整
備
事
業

□
観
光
パ
ン
フ
レ

ツ
ト
印
刷
費

□
湖
畔
清
掃
委
託
料
　
十
万
円

□
津
軽
北
部
消
防
事
務
組
合
負
担

金
　
一ハ
千
六
百
九
十
四
万
円

躊
鰈

財

十
三
消
防
道
路
整
備
工
事
二
十

一
万
三
千
円
、
ホ
ー
ス
格
納
庫

設
置
工
事
二
十
四
万
円
、
太
田

消
防
車
庫
水
道
敷
設
工
事
十
二

万
円
、
消
防
道
路
整
備
用
砕
石

十
四
万
円
、
ホ
ー
ス
購
入
費
三

八
千
円
、
母
親
ク
ラ
ブ
補
助
金
　
　
　
百
三
十
四
万
円

三
十
万
円
な
ど
。　
　
　
　
　
　
　
ロ
ヘ
き
地
保
育
所
費
　
一二
百
七
十

□
常
設
保
育
所
運
営
費
　
八
千
八
　
　
　
五
万
円
。

∩
回
囲
□
Ｔ
を
重
‐点‐固
旧
日
∪
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６
日
Ⅲ
囲
囲、畜
産
‐振‐回
旧
田
∪

画

園

曰

□
草
地
開
発
事
業
費
　
一二
千
三
百

県
営
草
地
開
発
事
業
負
担
金
二

千
五
十

一
万
円

（草
地
造
成
二

十
メ
ー
ト
ル
、
雑
用
水
施
設
九

百
メ
ー
ト
ル
）

国
常
等
草
地
開
発
附
帯
事
業
費

八
百
三
十
九
万
円

（隅
障
物
四

地
域
畜
産
総
合
整
備
事
業
費

（飼
料
基
盤
整
備
事
業
）
五
百

□
畜
産
振
興
事
業
費
　
一ハ
千
百
五

か
牧
柵
修
理
、
追
肥
、
乾
草
生

材
、
牧
柵
資
材
、
肥
料
二
千
五

万
円
、
牧
草
地
整
備
土
地
取
得

□
育
成
セ
ン
タ
ー
運
営
費
　
四
百

□
磯
野
た
め
池
整
備
事
業
費
　
八

百
五
万
円

（提
体
工
二
十
メ
ー

ト
ル
）

□
さ
け

。
ま
す
増
殖
振
興
費
　
七

万
七
千
円
、
ふ
化
放
流
事
業
委

∩
闇
圏
園
旧
一
千
百
．関
Ｍ
Ｈ
闘
∪

囲Ⅲ田口田目回困則国　　　　韓」螂峰轟籠“」がｒ麻畦

□
道
路
新
設
改
良
費
　
四
千
百
六
　
　
　
ル
、
敷
地
購
入
三
百
十
三
万
円

吉
野
線
改
良
工
事

一
千
五
百
六

十
五
万
円
、
岩
井
団
地
五
号
線

拓
二
号
線
舗
装
工
事
五
百
五
十

万
円
、
太
田
三
号
線
改
良
工
事

二
百
万
円
、
鰺
ヶ
沢
十
三
線
舗

□
道
路
雪
寒
機
械
購
入
費
　
一
千

□
公
営
住
宅
建
設
費
　
一
千
五
百

倫
Ⅲ
旧
圏
ツ

ポ

‐
１
．‐圏
四
目
０

□
漁
港
修
築
負
担
金
　
五
百
五
十

□
地
籍
調
査
測
量
委
託
費
　
四
百

□
高
等
学
校
管
理
費
　
一
一百
七
十

ロ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
運
営

□
野
球
場
整
備
事
業
費
　
五
千
四

山
村
振
興
法
に
基
づ
く
フ
山
村

ひ
ろ
ば
一事
業
」
と
し
て
行
う
も

圏

園

□

□
小
学
校
管
理
費
　
一二
千
六
十

一

口
中
学
校
管
理
費
　
エハ
千
百
五
十

□
海
洋
セ
ン
タ
ー
運
営
費
　
七
百

水
泳
プ
ー
ル
建
設
に
伴
う
附
帯

新年度の予算等 を審議 した 3月 定例村議会



広報ιチろ (4)

児
童
舘
へ
図
書
十
二
冊

■
農

協
婦

人
部
若

妻

会

農
協
婦
人
部
若
妻
会

（会
長
山
田
民
子
さ
ん
）
で
は
、

四
月

一
日
相
内
児
童
舘
を
訪
れ

「
子
供
た
ち
の
学
習
に
役

「
日
本
の
民
話
」
全
六
巻
で
す
。
児
童
舘
で
は
図
書
室
に

楽
し
く
読
め
て
役
立
つ
本
だ
と
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

（写
真
＝
白
川
舘
長
に
図
書
を
贈
る
山
田
会
長
）

新

入
児
童

へ
黄

色

の
雨
傘

■
十
二
工
業
の
高
橋
さ
ん

十
三
工
業
社
長
の
高
橋
信
男
さ
ん
は
、
新
入
学
児
童
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
、
大
変
感
謝
さ
れ
て
い
ま
す
。

高
橋
さ
ん
が
新
入
学
児
童
の
交
通
事
故
防
止
を
願
い
贈

り
物
を
続
け
て
五
年
目
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
手
さ
げ
袋
、

⌒写
真
＝
自
川
村
長
に
雨
傘
の
目
録
を
渡
す
高
橋
さ
ん
）

農
業
委
員
会
長
に

小
笠
原
金
道
さ
ん

農

業

委

員

会

の
組

織

会

は

四

月

　

　

　

　

一二
和

　

　

隆

　

（
相

内

）

六

日

開

か

れ

、
会

長

に

小

笠

原
金

　

　

　

　

伊

南

　

義

道

　

（
磯

松

）

道

さ

ん

を

選

ん

だ

ほ

か
会

長

職

務

　

　

　

　

相

沢

　

　

治

　

（
磯

松

）

代

理

者

に
竹

谷

友

二

郎

さ
ん

を

選

　

　

　

　

竹

谷

友

二

郎

　

（
脇

元

）

び

ま

し

た

。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

工
藤

　

　

昇

　

（
大

田

）

新

し

い
農

業

委

員

は
次

の

か

た

　

　

　

　

小

笠

原

金

道

（

（
相

内

）

が

た

で

す

。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

岡

本

兼

四

郎

　

（
相

内

）

三

和

　

善

蔵

　

（
相

内

）
　

　

　

　

　

浜

田

熊

太

郎

　

（
十

三

）

成

田
　

長

代

　

（
相

内

）
　

　

　

　

佐

藤

　

竹

治

　

（
相

内

）

表
紙
に
寄
せ
て
―
―
―
◇

唐
　
川
　
城
　
跡

唐

川
城

は

「
高

舘

城

「

双

峯

城

」

し

て

い

る

。

宝

物

を

投

げ

捨

て

と

も

称

さ

れ

、

市

浦

村

大

字

岩

　

て
逃

げ

た

と

い
う
伝

説

が

あ

る

。

井

、

相

内

部

落

北

方

の

山
麓

に

　

他

に
も

古

井

戸

跡

が

数

ケ

所

残

あ

る
。

標

高

約

百

二
十

メ
ー

ト
　

　

っ
て

い

る
。

ル

の
天

然

の
峻

険

を

利

用

し

た

　

　

古

文

書

に
よ

る

と

築

城

年

は

山

城

で

あ

る

。

本

九

と

二

の
九

　

次

の

と

お

り

で
あ

る

。

延
久

癸

に
分

れ

、

四

方
断

崖

と

深

い
渓

　

丑

五

年

八

月

（
〓
宅

こ

安

倍

宗

谷

に
な

っ
て

い
る
。
　

　

　

　

　

　

季

築

城

、

寛

治

二
年

（
〓
買

↓

本
丸

の
奥

は

高

く

な

っ
て

お

　

安

東

高

垣

築

城

、

天

治

庚

成

年

り

、

天

主

閣

が

建

っ
た

も

の

と

　

十

月

（
三
買

↓

安

倍

氏

季

築

城

、

思

わ

れ
空

掘

を

廻

ら

し

て

い
る

。
　

応

保

二
年

（
一
、

栗
こ

、
永
萬

乙
酉

奥

の
低

地

に
大

き

な

古

井

戸

の

　

年

（
一
、

栗
こ

築

城

等

と

あ

り

、

跡

が

あ

る

。

深

さ
十

数

メ

ー

ト

　

数

度

に

わ

た

り

改

築

さ

れ

た

も

ル

も

あ

る

と

思

わ

れ

る

が

、

落

　

の

と

思

わ

れ

る
。

ま

た

、

治

承

葉

が

累

積

し

腐

っ
た

状

態

を

呈

　

一九
年

（
三

薯
き

に

も

増

改

築

さ
れ
た
が
、
正
和
甲
寅
三
年
■
、

三
じ

城
棟
が
焼
け
文
保
成
年

二
年

（
玉
≡
Ｃ

修
復
し
た
。
し

か
し
、
至
応
乙
丑
二
年

（
（
一、

夭
こ
落
雷
に
よ
り
焼
失
し
、
明

応
壬
申
元
年

２
ど
一空
）
再

築

し
た
。
嘉
吉
二
年
十
月

（
〓
囲

二
）
落
城
。

城
領
半
里
四
方
、
城
棟
四
十

八
、
城
門
五
ケ
所
、
柵
六
百
七

十
間
、
寵
兵
千
二
百
人
、
馬
百

四
十
頭
、
四
方
に
砦
十
棟
と
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
北
方
守
備

（
蝦
夷
地
を
含
む
）
と
山
王
の

寺
社
を
守
護
し
、
他
の
出
城
監

島
城
の
支
城
と
し
て
最
大
の
も
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>52く

こ

う

■

７

②

，
こ“
球
勺

菫
華
鷹
の
開
創

新
撲
陸
奥
国
誌
と
い
う
本
に
、

「蓮
華
庵

（境
内
三
百
五
十
二

坪
）
本
村
の
北
山
手
に
あ
り
浄

土
宗
十
二
村
湊
迎
寺
の
末
庵
な

り
正
徳
元
年
順
宗
と
云
る
か
草

創
せ
る
処
な
り
庵
南
向
東
西
四

間
半
南
北
五
間
弥
陀
を
本
尊
と

蓮
華
庵
は
今
を
去
る
二
七
三

年
前
、
つ
ま
り
徳
川
六
代
家
宣

将
軍
、
津
軽
五
代
信
寿
藩
主
時

代
に
宗
順

（文
中
の
順
宗
は
誤

り
）
が
創
建
し
た
も
の
で
、
浄

土
宗
十
二
山
湊
迎
寺
の
末
庵
で
、

阿
弥
陀
如
来
を
本
尊
と
崇
め
て

境
内
面
積
三
百
五
十
二
坪
あ
り
、

寺
院
は
南
面
で
東
西
四
間
半
、

南
北
五
間
の
規
模
で
あ

っ
た
こ

と
、
大
字
相
内
の
北
の
山
手
に

建
立
さ
れ
て
い
る
と
述
べ
て
い

創
建
時

の
寺
号

宗
順
と
い
う
僧
侶
の
経
歴
に

広
報

「
し
う
ら
」
に
よ
れ
ば
「出

羽
」
と
あ
る
か
ら
山
形
県
か
秋

田
県
の
浄
土
宗
の
僧
侶
と
察
せ

銘のある蓮華庵の 鉦

当
初
の
寺
号
は

「禅
紫
庵
」
と

称
し
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

続
い
て
究
意
庵
、
帰
命
庵
と
寺

号
の
変
更
が
あ
り
、
蓮
華
（花
）

庵
と
現
在
に
至

っ
た
わ
け
で
す
。

一
つ
の
仮
設

何
ら
の
傍
証
を
得
る
こ
と
が

出
来
な
い
の
が
残
念
で
あ
り
ま

す
が
、
蓮
華
庵
の
場
所
に
つ
き

一
つ
の
仮
設
を
た
て
て
お
き
た

東
日
流
外
三
郡
誌
の
年
表
に

「
建
久
三
２

一
九
二
）年
十
月
、

十
二
丘
新
城
築
成
す
」
、
「文
永
十

（
一
二
七
三
）
年
十
二
月
、
丘

新
城
濠
道
を
羽
黒
館
に
通
達
す
」

等
丘
新
城
な
る
と
り
で
が
あ

っ

こ
の
と
り
で
の
位
置
を
役
場
、

小
学
校
、
運
華
庵
等
の
あ
る
丘

に
仮
定
し
た
い
と
い
う
こ
と
で

運
華
庵
の
場
所
を
表
わ
す
新

撲
陸
奥
国
誌
に
は

「蓮
華
庵
、

本
村
の
北
山
手
に
あ
り
」
、鐘
銘

に
は

「
相
打
村
山
王
峯
」
と
載

っ
て
い
て
、
山
王
坊
の
聖
域
地

内
に
な
っ
て
い
る
し
、
福
島
城
、

唐
皮
城
が
既
に
存
在
し
て
い
た

の
で
あ
れ
ば
、
丘
新
城
を
こ
の

一
帯
の
丘
陵
地
に
仮
定
す
る
の

傍
肛

に
協
力
を
望
む

今
後
、
特
に
大
字
相
内
の
皆

さ
ん
に
は
、
整
地
と
か
新
築
と

か
の
場
合
、
地
中
か
ら
出
土
し

た
遺
物
に
細
心
の
留
意
を
払

っ

て
下
さ
れ
、
市
浦
村
の
歴
史
の

解
明
に
協
力
を
し
て
く
だ
さ
る

よ
う
、
蓮
華
庵
の
丘
に
た
っ
て

祈

っ
て
お
り
ま
す
。
遺
物
は
大

切
に
保
存
さ
れ
、
出
土
場
所
や

し
て
く
れ
る
こ
と
を
切
望
い
た

た
　
の
　
部

立
っ
て
い
る
義
は
様
で
も
億
れ

手

っ
と

り

早

い
人

を

働

か

せ

ろ

伊
書
の
辞
静
　
お
し
ゃ
れ
者
は

寒
い
の
を
が
ま
ん
し
て
も
薄
着
を

機
が
ら
仕
ル
離
　
好
運
の
た
と

え
。
天
丼

か
ら
ば
た
餅
と
も

い
う
。

告
た
の
量
を
き
う
　
人
に
奉
公

し
て
苦
労
す
る
こ
と
。

タ

マ
Ｌ
六ら
時じ
敵
　
タ

マ
風
は
北

西

の
風
。
北
陸
地
方

で
も
突
風
と

し
て
恐
れ
ら
れ

て

い
る
が
、
長
く

て
も
六
時
間
で
吹
き
止
む
と

い
う
。

席
っ
て
卜
る
冒
ア
斜
静
積
る

ル
リ
な
い
犠
は
斜
る
　
足
り
な

簿
節
ア
概
気．
　
短
気
を
起
す
の

は
結
果
か
ら
見
て
損
で
あ
る
。

だ
ん
だ
ん
よ
く
嗜．
る
潔
摯
の
寿

鼓
　
し
だ
い
に
よ
く
な
る
と
い
う

書
冠
ア
揮
す
る
　
物
ご
と
を
主

催
す
る
な
ら
損
を
党
僣
で
せ
よ
と
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私
の
″
庁
彦
―
―
―
―
四

若 山 恭 次
(民宿和歌山店主 。53歳 )

「
健
康

で
さ
え
あ
れ
ば
―

」
。
よ
く
耳

に
す
る
　
　
気
張

っ
て
も
人
生
は
下
り
坂
、
健
康
管
理
と

い

言
葉
で
す
。
単
純

に
か
わ
さ
れ

て

い
る
会
話
の
　
　
う
面
で
多
少
欲
が
で
て
き
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、

中

で
の

一
部

で
す
が
、
意
味
深
く
な
に
に
も
増
　
　
食
品
取
扱

い
者
と
し
て
も
健
康
管
理
の
果
す
役

し
て
大
切
な
言
葉
だ
と
、
日
頃
考
え
て

い
ま
す
。
　

割
り
は
極
め
て
大
き

い
と
痛
感

し
て

い
ま
す
。

人
生
五
十
二
年
。
職
業
も

い
ろ

い
ろ
と
替
え
　
　
　
酒

に
も
縁
の
深

い
私
で
す
が
、
職
業
柄
酒
を

ま
し
た
。
四
十
九
年
漁
業

か
ら
現
在

の
飲
食
店
　
　
飲
む
機
会
も
多
く
、
健
康
を
損
わ
な

い
よ
う

に

営
業

に
切
り
替
え
ま
し
た
が
、

こ
れ

に
伴

っ
て
　
　
思

い
立

っ
た
の
が
毎
月
二
日
間

ア
ル

コ
ー
ル
ス

暴
飲
暴
食
や
め
適
度
の
運
動
を
　
　
設
呟
募
の

健
康
保
持

に
努

家
族
の
生
活
も
百
八
十
度

の
転
換
と
な
り
ま
し
　
　
め
て

い
ま
す
。　
一
方
、
睡
眠
を
と
る
と

い
う

こ

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
は

い
か
な
る
職
業

に
も
共
通
し

て
大
切
な

こ

シ
ー
ズ

ン
中

は
気
疲

れ
、
睡
眠
不
足
、
不
規
　
　
と
で

″
健
康

の
主
役
″
だ
と
思

っ
て

い
ま
す
。

則
な
食
事
、
立
ち
通
し
の
作
業
等

々
―
体
調
を
　
　
ま
た
、
暴
飲
暴
食
は

つ
つ
し
み
、
道
度
な
運
動

整
え
る
の
に
苦
労
し
ま
し
た
。
年
代

の
精
も
あ
　

　

こ
そ
健
康
づ
く
り
に
欠

か
せ
な

い

″
脇
役
″
と

る
の
で
し
ょ
う
が
、
最
近
は
家
内
共

々
極
度

に
　
　
表
現
し
て
み
た

い
。
「
自
分

の
健
康
は
自
分
で
守

□ 戸籍謄、抄本の手数料

1日 から変りました

燃やすまい

山は緑に 萌えるもの
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農作業労賃がきまりました

守ってほしいごみのルール

①収集日の朝に出して下さい。
②台所の生ごみの水きりを十分にして下さい。
③捨てる前に、もういちど再利用を考えて下さい。

④場所を提供している人のことも考えて下さい。

⑤ ごみ を収集する人の安全性 を考えて下 さい。毎

週月曜 日と木曜 日です。

4月 は

されヽヽな)ヽ はヽ

人も魚も うるおします

ごみの不法投棄はやめましょう。

みんなで湖や川 をきれいにしよう。

河
川
業

化

月

間

22-

静レ5ぜ
晰 譲

□交通 事故 無料相談

気軽にどうぞ

□国 民 年 金

繰り上げ請求考えて

□58年度労働 保険料

5月 16日 までに納付

□ ね た き り老人

短期保護事業
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小
児
マ
ヒ

ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン

ポ
リ
オ
生

ワ
ク
チ
ン
は
、
生
後

三
か
月
か
ら
四
十
八
か
月

（
で
き

る
だ
け
十
八
か
月
ま

で
が
望

ま
し

い
）
の
間
に
、
二
回
飲

み
ま
す
。

二
回
の
間
隔
は
、
六
週
間
以
上
離

か
ま

い
ま
せ
ん
が
、
完
全
に
免
疫

を

つ
く
る
た
め
に
、
必
ず

二
回
受

ワ
ク
チ
ン
は
甘

い
シ

ロ
ッ
プ
液

に
な

っ
て
お
り
、
少
量
を
小
さ
な

ピ

ペ

ッ
ト

（
目
盛
り

の

つ
い
た

ス

ポ
イ
ト
）
で
飲
め
ば
よ

い
の
で
、

嫌
が

っ
て
吐
く

こ
と
は
あ
ま
り
あ

た
と
き
は
、
も
う

一
度
飲
ま
な
け

ワ
ク
チ
ン
を
飲
む
こ
と
に
よ
っ

イ
ル
ス
が
腸
の
中
で
増
え
、
腸
に

腸
内
で
ウ
イ
ル
ス
が
増
え
る
と
、

当
然
、
大
便
に
混
ぎ

っ
て
排
せ
つ

し
て
人
か
ら
人
へ
感
染
し
て
い
く

間
に
、
強
い
毒
性
を
持
つ
よ
う
に

み
ん
な
が

一
緒
に
飲
ん
で
、
そ
の

地
域
全
体
を
免
疫
に
す
る
集
団
接

種
の
方
法
が
採
ら
れ
て
い
ま
す
。

わ
が
国
で
は
、
こ

，Ｌ
一十
年
近

く
、
ポ
リ
オ
の
流
行
は
あ
り
ま
せ

ん
。
と
い
っ
て
安
心
は
禁
物
。
こ

の
状
態
を
維
持
し
て
い
く
に
は
、

紹
介
し
た
よ
う
な
方
法
、
飲
み
方

を
守

っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

お
誕
生
お
め
で
と
う

三
和
　
智
行

（相
　
内
）
誠
治

宮
本
光
太
郎

（相
　
内
）
達
也

竹
谷
　
佳
子

（脇
　
元
）
龍
典

宮
本
　
悠
里

（相
　
内
）
良
三

成
田
　
郁
世

（脇
　
元
）

豊

相
坂
　
　
泉

（十
　
一こ

順
夫

中
島
万
里
子

⌒十
　
一こ

英
雄

相
坂
和
貴
子

（十
　
一こ

睦
夫

（軸欅　蹴議　一は　務一

（林椰田キ増子
一は　同一

（鰤動智辞一　一綱　』一

（『蘭むつ貞倒　一痛　講一

（構測谷卸聾子
一は　師一

（幅麺待躊一　一嘲　直一

（」稀　明「　一鰯　椰一

（強］　蹄↓　一い　帥一

（榊抑　議一　一刺
卸））

（動晰世縮螂　一嚇　赫一

（癬略美碑螂　一『　帥一

（輩欄　文奇　｛』　剌一

（［榊　静齢　一刺　韓一

（制財　孝一　一燎　疇一

（」「美師莉　一軒　耗一

（紅噸　極布　一計和嗣一

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

櫛
引
　
よ
し

（脇
　
元
）
７５
歳

鳴
海
　
善
吉

（太
　
田
）
５０
歳

相
川
忠
之
助

（十
　
一こ

６８
歳

小
倉
　
キ
エ

（十
　
一一こ
８２
歳

宮
崎
　
清
吉

（十
　
一こ

９０
歳

人間のエネルギー


